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	委    任    状

                                               住　所
                                  委 任 者 
                                               氏　名                    印

                                               住　所
                                 受 任 者 
                                               氏　名                    印

                                    (以下「委任者」という。)は、
                        (以下「受任者」という。)を代理人と定め、委任者が有する下記債権の受領に関する権限について、次の事項を特約の上委任します。
１　委任者は、受任者の同意なしに委任の解除又は変更しないこと。
２　委任者は、受任者以外の者に重ねて委任しないこと。
３　委任者は、直接に下記債権の受領を行わないこと。
４　この委任は、委任者が受任者に対し負担する債務の担保として行うものであり、受任者がこの契約に基づき受領した請負代金は、委任者が受任者に対して負担している債務の弁済期限にかかわらず、その債務の弁済に充当することができる。

          　　　　　　　     債　権　の　表　示
  (1) 発注者名
  (2) 工事名                                                
  (3) 契約年月日            年　　月　　日                     
  (4) 工      期      年　　月　　日から、   年　　月　　日まで
  (5) 請負代金額                                               
  (6) 代理受領額                                               

注  この委任状は、例を示すものであり、申請に当たってはこの委任状  を参考にして作成すること。
参考  建設工事請負契約約款(抜粋)
    (第三者による代理受領)
第３９条　受注者は、発注者の承諾を得て請負代金の全部又は一部の受領につき、第三者を代理人とすることができる。
２  発注者は、前項の規定により受注者が第三者を代理人とした場合において、受注者の提出する支払請求書に当該第三者が受注者の代理人である旨の明記がなされているときは、当該第三者に対して第３２条（第３８条において準用する場合を含む。）又は第３７条の規定に基づく支払いをしなければならない。  

	






